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　　　The　idea　of　the　management　information　system　has　been　accepted　by　enterprises　simul－

taneous1y　with　introduction　of　the　computer，　and　soon　there　appeared　a　boom　in　MIS．　But　when

the　boom　had　gone，　there　broke　out　from　various　quarters　cries　of　disappointment　in　MIS．　The

disappointment　occurred　because　the　enterprises　misunderstood　introduction　of　the　computer，　a

tool　used　in　MIS，　as　the　development　of　MIS　itself，　and　they　thought　that　development　of　the

electronic　data　procsessing　system　by　introducing　the　computer　was　nothing　but　introduction　of’

MIS　to　the　enterprise．

　　　In　this　article　the　writer　tries　to　find　out　by　means　of　examining　representative　literature

of　the　field　in　each　period，．　what　are　the　characteristics　of　MIS，　the　reasons　why　MIS，　and　the

EDPS　were　confused，　and　to　what　direction　the　theory　of　the　MIS　is　going．

　　　In　concrete，　the　writer　seeks　the　origin　of　MIS　theory　in　the　Management　lnformalion　System

and　the　ConzPuters　by　J．　D．　Gallagher，　and　traces　the　processes　of　the　changes　of　the　concept　of

MIS　caused　by　various　factors　besieging　the　enterprises　and　development　and　wide　spread　of

computers，　in　both　Japan　and　USA．　Thus　the　writer　tries　to　make　clear　the　present　problems

for　the　development　of　MIS．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Technical　lnformation　Center，　Toshibaj
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経営情報システム理念の発達

は　じ　め　に

　我々情報サーヴィス活動に携わる者にとって，今日で

は，経営情報システムと無関係に仕事を続けることはで

きない。何故なら，情報化祉会として，情報の洪水の中

にある企業に於いて情報活動を営もうとする時，その情

報活動を広く包含するのが他な：らぬ経営情報システムと

いう理念だからである。この情報活動の場を支える理念
　　　　　　　　　　　ドぼ　　　　コ
である経営情報システムの内容については極言すれば各

人各様の考え方があり，その意見がまとまることは殆ど

ない。そして，その混乱が情報サーヴィス活動にも悪影

響を及ぼしているのが実情である。そこで本稿では経営

情報システムの真の理念を把握するために種々の文献に

あらわれた経営情報システム論の中から主たるものをと

り上げ，経営情報システム論の概念規定の一助に供した

いと思う。

　尚対象とする文献は，和文，英文の文献に限定し，

1969年上半期までに出されたものに限られている。

L　経営情報システム論の：萌芽

　経営情報システムという概念を拡大して解釈するなら

ば，経営に於ける意思決定に情報が必要である限り，経

営の歴史そのものが，即，経営情報システムの歴史であ

り，経営に関する理論そのものが全て経営情報システム

論であったともみなしうるわけである。

　しかし，現在，世に言われる経営情報システムとは，

その情報の収集，蓄積，検索，提供という一連の情報処

理の過程で，必要不可欠の道具としてコンピュ・’一タを使

用する点に特徴がある。この特徴があまりにきわだって

いるため，コンピュータ・システムそのものが経営情報

システムであるとする見方があるが，これは明らかに誤

りであって，コンピュータそのものは，あくまでも経営

情報システムの情報処理の過程で用いられる道具にしか

すぎないのである。

　本稿に於いてとり上げる経営情報システムとは，この

意味で道具としてのコンピュータを用いる経営情報シス

テムである。

　この意味で経営情報システムの発生の時点を何時にす

るかについてコンピュータ白書1967年版では，1959年に

米軍によって開発されたコマンド・アンド．・コントロー

ル・システムであるとしているが，1）一方において1955年

のアメリカ経営者協会（American　Management　As－

sociation，　A．　M．　A．）が組織したExecutive　Committee

of　the　A．　M．　A．　Continuing　Seminar　on　Manage－

ment　Information　Systemsにその起源を求める説も

ある。2）

　この両説のどちらを選択するかについては，年代から

いっても，明確にmanagement　information　system

とうたっている点からも，1955年からA．M．A．のセミ

ナe・一一に経営情報システムの起源を置くことが妥当と考え

られる。

　このセミナーの内容およびこれに関連してなされた調

査の結果が，J．　D．　GallagherによってManagement

informαtion　systemsαnd　the　comPuter3）として1961

年にA．M．A．から発行された。この書の中でGallagher

は，単純なものなら，あらゆる会社が経営情報システム

をもっていること。しかし効果的な経営情報システムの

最終目標は，経営管理のあらゆる階層に影響を与える全

ての活動をそれらの階層に完全に知らせること。階層が

高くなればなるほど，報告書は包括的で，より簡潔にな

ること。これらの目的のためにデータ・プロセシングの

機械装置を使用していること等を指摘した。

　だがこの書の刊行された1961年は，米国に於いて各企

業に急速にコンピュータが採用されると共に，オンライ

ン・リアルタイム・システムが実用化される直前であった

ため，実務界では経営情報システムのデータ・プロセシ

ング面のみが大きくとり上げられることとなった。この

傾向は続いてA．M．　A．から出されたComPuter－based

management　for　informαtion　and　contro15）並びに

Richard　E．　SpragueのElectronic　business　system6）

といった書物に代表される一連の経営管理へのコンピュ

ータの導入に関する出版物によって助長された。この辺

に経営情報システムとはコンピュt・一・一・タによる経営の自動

化であるという各著者の意図に反した実務界での誤解が

広まる原因があったとみなされる。

　一方，経営の理論分野では，経営情報システムが意思

決定への必要な全ての情報の提供を目指したのに対し

て，同じく正しい意思決定を可能ならしめるための予測

を如何に正確に行うかという手法の研究も進められてい

た。この手法の一つがインダストリアル・ダイナミック

スであり，また開発された各種手法を駆使して，経営の

モデルを数式化し，コンピュータを用いて実験を行うシ

ミュレーション・モデルの開発，研究も進んでいた。こ

れらの成果として代表的なものが，Jay　Wright　For－

rester，のlndustriαl　d〃namics7）とCharles　P．　Bonini

のSimulation　of　imfoγmαtion　and　decision　systems
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in　the　firm8）である。

　この分野の特徴は，情報という概念をも用いるが，そ

の意味するところはかなり狭く，情報という語に代えて，

数値データと置き代えることが可能なところにある。そ

の当然の帰結として，この狭義の情報の処理にはコンピ

ュータが極めて有効に，かつ容易に活用でき，コンピュ

ータ偏重の経営情報システム論議と容易に結合しうる素

地ができ上った。この延長線上に発表されたのが，T・R・

Princeのlnformαtion　systems　for　mαnagement

Planningαn4　contro19）である。この書はPrince自身

が会計学者であるため情報概念の把握の仕方に会計学的

な影響が強いほかは，情報処理に重点を置き，意思決定

とそれによる経営管理のあり方を理論的に体系化しよう

とした経営情報システムに関する本格的理論書である。

そして後に述べるDeardenのManagement　informαtion

systems：Textαnd　Cαsesと並んで，経営情報システム

に関する現在までの代表的文献といえる。ただし，

Deardenの書が比較的事例研究的なテクノロジt・・一一…　レ

ベルでの問題把握をしているのに対し，Princeの書は

あくまでも理論レベルである点にちがいがある。

II．経営情報システム論議の着実化

　経営情報システム論の高まりと共に実務界を風靡した

経営情報システムにおけるコンピュータ万能論は1965～

6年ごろから徐々に影をひろめるに至る。これは実務界

でのコンピュータの使用経験が深まり，その結果として

の反省が出てきたとも考えられる。

　先ずコンピュータ万能論に警告を与えたのはハーバー

ド大学のJohn　Deardenであった。彼はその所説を

Harvara　busineSS　review誌の一連の論文に展開した。

即ち，Can　management　information　be　automated　？10）

では，経営の機能をoperational　function，　manage－

ment　contro1およびstrategic　planningに分かち，

operational　function　lまコンピュータで理想的に置き

代えられるが，そこでの成功を経営情報の機械化の第一

段階と考え，これを複雑化してゆけば，management

controlやstrategic　planning機能も機械化しうると

考えるのは大変な誤りであることを指摘した。

　次に，UOW　to　organige　information　S夕stems11）で，

情報システムを作り上げる場合，コンピュータの設備と

技術が如何に活用されるかという問題にふれ，これをふ

まえて，更にMylh　ofγeal－time　management　info「一

Mαtion12）ではRea1－time　management　information

systemとは重役室の中に遠隔操作用の端末とアウトプ

ット用のテレビが設置されていて，いつでも，どんな質

問に対しても，重役がその端末を操作すれば直ちに1分

前の企業の状況についてのあらゆる情報が写し出される

ことを想定することだとし，このようなシステムで経営

を管理しようとすることは実際的ではないし，またその

ようなシステムが経営上の危急を要するような問題を解

決することにも無力であることの証明を試みている。そ

して最後に“長く経営に苦しんできた経営者に対して，

科学と進歩の名において押しつけられた，多くの滑稽

な事柄の中で　rea1－time　management　information

systemは最もばかげたことである”と述べている。

　この論文の出た同’じ年にDeardenはまた，　F・Warren

McFarlanとの共l111　Management　informαtion　systems；

！θ磁and”　cαses13）を出した。この事は経営情報処理の用

具としてのコンピュータをどのように用いるかというこ

と，およびそれに結びついた管理上の諸問題をとりあげ

た経営情報システムの正統的なテキストと言われるが，

前述のPrinceの書に比べ，視点が異なり，テクノロジ

ー・ 激xノヒの問題把握がなされている。

　このようにDeardenを中心としてコンピュ・一一タ万能

論へのいましめにより，ここに経営情報システム論議が

EDPSから独立し，　Gallagherの提唱した形で進みはじ

める素地が形成されるにいたった。経営情報システムが

コンピュータによる経営の自動化では決して到達しえな

いζとがようやくわかった時，経営情報システムの中心

的課題として，tρP　managementへどのよのような情

報を提供すればよいか，そのためにはtop　manage・

mentの意思決定のプロセスがどのようなものなのかと

いった問題にようやく注意が向けられだした。

　この動きを代表するのがRobert　N・Anthonyの

Planning　and　control　systems：　a　framework　for

analysis14）であり，ここでは経営システムにおける各意

思決定点の階層化と分類に関する考察を行っている。も

う一・つはRodney　H．　BradyのComputers　in　lop－level

decision　Mαleing15）である。この論文は1965年11月か

ら1967年1月までの間に100社を越える企業のtop・

maangementに面接し，意思決定にコンピュータがど

のような影響を与えているか，また与えうるかを調査し

た結果のレポートとして作成された。その調査結果によ

れぽ，意思決定の各プロセスでコンピュータによる資料

を活用している例はtop－managementでは皆無であ

り，middle　managementに於いても非常に少ないとい
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う事実が判明した。

　その理由はコンピュータによる情報処理の現状が極め

て幼稚であること，および意思決定作業における伝統的

行動様式の強さがあげられている。そして将来において

top　managementの意思決定は戦略決定に専念するこ

とになり，そのため量は少なく，質の高い情報がtopに

提供される必要があるだろう。その前提として，コンピ

ュ・’一タによる情報の選別技術，要約技術がますます発達

し，middleのtOPへの影響力も今以上に増大するであ

ろうとしている。

　この情報の受け手であるtop　managementの意思決

定の：解明は経営情報システム論の中で最も基本的で同時

に最もむつかしい問題である。この種の問題は経験的，

試行錯誤的にしか解決できない面がたくさんあるので，

今後は多くの実例をもとにした，徐々に，しかし力強い

前進に期待したい。

1皿．日本における経営情報システム論の

　　　　　　展開とその発展

　いつごろから日本の経営関係の文献に“情報”という

言葉が出現したかはむつかしい問題であるが，1962年に

は，T．　E　R．　Singerのlnformαtion　and　communication

Ptαctdee　in　industry16）が佐々木梧郎等の訳でr企業に

おける情報収集と伝達の技術』17）として日本にも紹介さ

れた。この書は経営の分野ヘドキュメンテーションの技

術を紹介，導入しようとしたものであったが，このころ

から日本の経営管理分野においても“情報”という概念

に眼を向けば’じめたことは確かである。

　日本に於いて最初にmanagement　information

systemという言葉をタイトルに用いたものに日本生産

性本部生産性研究所から出した情報管理（Manage－

ment　lnformation　System）18）がある。ここに見られる

ようにmanagement　information　systemの最初の訳

語として“情報管理”という語をあてたことが，後に若

干の混乱と変化を引き起こすこととなる。ここでの情報

管理という概念は，当時はまだコンピュータの普及率も

低かったことでもあり，米国で注目をあびつつあった情

報という問題にのみ着目し，情報処理の機械的技術の側

面を抜きにした，実務レベルで他の経営巡幸理論と並列

的に扱おれる，管理のための情報論もしくは情報による

管理論として芽生えた概念であった。

　その後この情報管理という語が急速に普及し，種々な

分野の人達がその分野を情報という側面から見直し，そ

れに情報管理という語をあてはじめるに及んで惰報管理

の意味内容が変化しはじめた。その代表例としては，雑

誌rJICST」が1963年1月から「清報管理」と改題した

ことがあげられる。ここに情報管理が，従来資料管理，

文書管理等の言葉で呼ばれていたものや，図書館学・ド

キュメンテーション等に含まれる技術を包含する極めて

幅広い言葉に転化した。このため同’じ情報管理という語

を用いながら，経営情報システム的な概念を指す場合

と，文献情報の処理技術の管理を指す場合との両方があ

るという混乱を生’じ，同時にそれぞれの意味での情報管

理の分野で機械化＝コンピュ・’一タ導入等も考えられ，こ

の混乱に拍車をかけた。

　このような情報管理の分野と直接的なつながりをもた

ずに一方で経営と情報の問題を考えていたグループがあ

る。それはオペレーションズ・リサーチ（0．R．）関係の

人達であった。その人達の手になる，多田和夫編集の

r企業と情報』19）は，その中にmanagement　infor－

mation　systemという言葉こそ出てこないが，経営情

報システムに関係ある全ての事項を手ぎわよくまとめて

おり，対象とする情報の種類も数値情報のほかに言語情

報も含んでいるなど，今日に至るまでの日本における経

営情報システム関係の団書としては極めて干れたものの

・一ﾂである。ただ1963年という時点で刊行された図書の

限界として，ここでいう情報システムとは単なるデータ

の伝送システムや検索システムが個別的，断片的に紹介

されるにとどまり，トータルシステムとしての経営情報

の提供を行うシステムにまでは触れられていないが，こ

れは止むをえないところであろう。

　このような背景の下に“経営情報システム”という語

をはじめて明確に打ち出した雑誌論文，松田正一の“経

営情報システムと0．R．”20）が0．R．の分野に出現した

ことは不思議ではないのである。そしてこれらの人々は

企業経営のシミュレーション・モデル作成の面から経営

情報システムに大きな影響を与えてくるのである。

　一方，米国における経営情報システム論議の高まりに

経営学者達も注目していた。特に当初の経営情報システ

ムでは，生産工程上の数値データ，財務データのコンピ

ュータ処理に重点が置かれていたので，特に経営ないし

事務機械化に関心をもつ経営学者の注目を引いた。この

ため，以後，日本における経営情報システム論議は事務

機械化関係の研究者，就中，事務の機械化の研究に日本

で最も早くからとり組んでいた神戸大学経済経営研究所

のグループがリーダーシップをとることとなる。その代
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表として，小野二郎の“マネジメント・インフォメーシ

ョン・システム；その基本的な理解と若干の問題点につ

いて”21）が出され，さらにこれが同’じく小野二郎による

“管理情報システムに関する一考察”22）へと発展する。

前者は小野氏自身の考え方である，“情報は意思決定を

通じて活動に転換され，また経営システムにおける構成

要素の流れを調整し，同時に次の新しい情報を生み出

す”23）という認識に立って，このために意思決定を今日

の複雑化，巨大化した企業の中で的確に行うために情報

処理の手段としてコンピュータを用いるという考え方を

発表したものであり，後者はこの考えをDearden，　Mc

FarlanとAnthonyの考え方と結びつけようと試みた

ものである。

　このように小野氏は経営情報システムに経営システム

を分析する立場からアプロ・・一チしたが，一方同じ神戸大

学経済経営研究所とも関係のあった甲南大学の岸本英八

郎氏は経営の機械化が経営そのものに与える影響を分析

する立場から経営情報システムにアプローチした。した

がって同氏のr経営情報システム；第三期の経営機械

化』24）では経営機械化の代表としてのコンビゴータの特

性に重点を置いて論ぜられている。

　以上のような発展の跡を受けて，1967年に入ると，米

国で先に刊行された経営情報システム文献の翻訳が次々

に出され，所謂MISブームを招来した。　Management

information　system概念を最初に確立させたGa1－

1agherのMano：gement　informalion　systems　and　the

comPuterが，岸本英八郎の訳でrM．1．　S．』25）として，

また経営情報システムの代表的教科書の一つである

DeardenとMcFarlanのManαgemenl　informαtion

systems；text　a：nd　casesが村松林太郎，島田照代の

共訳でr事例を中心とした経営情報システム』26）として

出された。また新著としては，山本純一のr経営情報シ

ステム』26）においては，一応この時点までに展開されて

きた，Forresterのインダストリアル・ダイナミックス

以来の経営情報システムの各説を経営学理論の立場から

解釈し，それら各々を発展段階的に位置づけることによ

って，経営情報システムの発展像を描こうとしており，

これは経営情報システムの経営学サイドからのアプロー

チの代表的なものの一つといえよう。ただこの書にお

ける情報や情報システムの定義が生物学やサイバネティ

クスでの所説に偏り，後の部分での経営情報システムに

関する論議とのつながりが弱くなっているのがおしまれ

る。

　またこの年度には情報検索に関する文献のまとまった

翻訳が二件も行われている。Joseph　BeckerとRobert

M．Hayesのlnfoγmation　storage　an6γetrieval；

loolS，　equipment，　theories28）が情報研究会によってr情

報の蓄積と検索』29）として出され，もう一つはWilliam

F．Williams，のPrinciples　of　automated　information

retrieva130）を柳井朗人等がr経営情報システムの設計；

IRの自動化』31）として訳したものである。このWi1－

1iamsの書は原書名の如く経営情報システムに関する文

献というよりもむしろ情報検索それ自体に関するもので

あるが，折からのM．1．S．ブームのために翻訳書名が書

き代えられたのであろう。この辺にも当時の一般におけ

る，内容に対する理解を欠いたM．1．S．ブームと情報検

索に対する認識の低さを物語るものがある。しかしこれ

ら笹書をはじめとし，雑誌記事等にも情報検索に関する

論文が増加し，経営情報システムにおける情報処理の一

つのテクニックとして情報検索が次第に認められるよう

になってきた。しかし経営情報システムの中での情報検

索の位置ほあくまでも情報処理の一技法としての域を出

ない。そこに情報検索の限界があることを我々は認識す

べきである。

　これらの動きと関連して，Adrian　M．　McDonough，

のlnfo7mation　economiCSαna　management　Sツstθm32）

が松田武彦，横山保両氏の監修の下で翻訳されたことを

指摘する必要がある。この書は経営情報を言語的な側面

にも触れながら究明しようとしたユニe・一・…クな書であり，

今後経営情報システムというものが単なるEDPSによる

機械化を完了して，本格的な情報処理の機械化に着手す

る段階で大いに参考となる図書である。これは長倉精三

郎の訳でr情報の経済学と経営システム』33）として出さ

れた。しかし訳語としての日本語が極めて稚拙であり，

原書のもつ価値を半減させたのは監修者が経営科学界の

第一人者であるだけに惜しまれるし，また驚かされる。

　更に従来の図書館学，ドキュメンテーションの立場か

ら経営の中での情報管理の位置づけを試みたものに藤川

正信等のr経営と情報管理』34）上，下巻をあげることが

できる。ここでは所謂経営情報システムを開発し，企業

内に定着させるための情報処理上の基本的諸問題が考察

されている。この情報管理実務講座や，情報管理便覧編

集委員会編のr情報管理便覧』35）を中心として，従来の

ドキュメンテーションの分野も経営情報システムに次第

に関心を寄せるようになってきた。このような事情の下

で，経営情報システム論とドキュメンテe一…一・ションの間の

一一
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ギャップを埋めるべく書かれた，前園主計の雑誌論文

“経営情報（1・II・III・）／／36）も見落すことのできない論文

の一つである。

　以上の他に各時期を通じて経営情報システムのコンピ

ュータ・サイドを取り扱った文献が雑誌論文に多いが，

ここでは」それらを省略する。

お　わ　り　に

　以上で米国と日本の経営情報システムに関する代表的

な文献のReviewを終る。米国以外の諸外国の文献につ

いて鳳ここでは触れなかったが，経営情報システムにつ

いてはやはり米国が世界の大勢をリードしており，以上

ニケ国の文献のみで世界の主な傾向を把握することは可

能と考えられる。そこで以上をまとめてみると，経営情

報システム概念が提唱されるや，直ちにそれが大きくコ

ンピュータ・サイドに傾き，次にその限界が明瞭になる

につれて，情報の需要者の意意決定プロセスの解明に重

点が移っていった。現在はまだその段階にあるのかもし

れないが，経営情報システムという極めて包括内容の広

’い概念であってみれば，その各構成部分をそれぞれ更に

堀り下げる必要があり，最近の文献の多くは，例えばシ

Lステム設計，経営情報の評価，ハードウエア・ソフトウ

エア技術の開発，情報収集の方法等にその主題が細分化

されてきている。これら経営情報システム論を構成する

各部分の検討がすすみ，その成果が出始めた時に経営唐

報システム論は新たな展開の時期を迎えることと期待さ

れる。　　　　　　　　　（東芝　技術情報センター）
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